
擁　饗簗籔擁
雛獲

難
褻
難
叢
交
流
馨
鐙
周
錐
　
　
6
・
7

、
繋
保
欝
擁
・
幼
稚
園
の
入
所
案
内
　
　
　
8

欝
、
聚
難
搬
道
蕪
業
　
　
9

、
『
藻
禰
鉄
・
霧
鎌
蒙
類
専
翔
カ
ゴ
」
を
配
置
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
・
1
3

　　　報而

謬
蓬
お
魏
諜
蕩
羅
鍛
ー
総
＆
と
～
く

　
暴
お
繍
蓬
懸
　
　
　
　
燐
～
群

　
聚
健
康
・
保
健
簗
ー
糞
ー
　
　
　
侶

慧
、

嚇
．
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惣
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・

ダ
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～
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ダ
雛

羅麟
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灘
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一
　
　
　
准
　
　
職
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選
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灘
糞
麟
9

噺．
叢

灘
、
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頗
　
蓼

講

屋上のトップライトが印象的です。情報館の構造模型（南東側から）

　
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
は
、
新
し
い
広

域
圏
の
住
民
の
交
流
と
情
報
の
発
信
を
目
指

す
施
設
と
し
て
、
西
本
町
地
区
の
総
合
体
育

館
北
側
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
平
成
8
年
度
の

着
工
に
向
け
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
情
報
館
」
は
、
図
書
館
を
中
核
と
し
て
、

人
の
交
流
や
情
報
の
受
発
信
の
機
能
も
付
け

加
え
た
「
新
し
い
形
の
図
書
館
」
で
す
。
本

を
読
ん
だ
り
、
借
り
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
情
報
に
触
れ
た
り
、
快
適
な
場
所
で

ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。　

完
成
後
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

※
「
情
報
館
」
の
名
称
で
は
施
設
の
内
容
が
わ

　
か
り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
名
称
（
愛

称
）
を
公
募
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

推
h圏



　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
形
の
図
書
館
で
す

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
「
情
報
館
」
は
、
西
本
町
地
区
の
新

し
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
計
画
中
の

土
地
区
画
整
理
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ

る
も
の
で
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

建
設
省
の
街
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
5
年
1
2
月
に
情
報
館
計
画
策
定
委
員

会
か
ら
「
情
報
館
基
本
計
画
書
」
を
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画

を
さ
ら
に
具
体
的
に
し
て
、
設
計
に
生

か
す
た
め
、
情
報
館
計
画
検
討
委
員
会
、

蒸町商礫

座／

　　　　　ハ
rr　 博物館

　　　　　一念合体育館

’　罰
グラ壇西墜

情
報
館
圏
域
市
町
村
連
絡
協
議
会
を
設

け
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
り
し
て
、
利
用
者
、
専
門
家
、
関
係

町
村
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
設
計
は
東
京
の
内
藤
廣
建
築
設
計

事
務
所
に
委
託
し
ま
し
た
。
内
藤
廣
さ

ん
は
、
「
海
の
博
物
館
」
で
芸
術
選
奨
文

部
大
臣
新
人
賞
、
日
本
建
築
学
会
賞
等

を
受
賞
し
た
優
れ
た
建
築
家
で
す
。

　
こ
の
3
月
に
実
施
設
計
が
で
き
ま
し

た
が
、
細
か
い
点
を
検
討
し
、
模
型
を

作
っ
た
り
し
て
、
こ
の
た
び
「
情
報
館
」

の
具
体
像
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

情
報
館
の
位
置
と
規
模

　
「
情
報
館
」
は
、
西
本
町
地
内
の
総

合
体
育
館
の
北
側
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
周
辺
に
は
、
総
合
体
育
館
、
水
の
ひ

ろ
ば
、
博
物
館
、
郷
土
植
物
園
、
遺
跡

ひ
ろ
ば
、
西
小
学
校
等
が
あ
り
ま
す
。

「
情
報
館
」
建
設
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

各
施
設
の
連
携
が
深
ま
り
、
文
教
ゾ
ー

ン
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
敷
地
は
約
1
万
3
千
㎡
で
、
東
か
ら

西
に
自
然
に
傾
斜
し
て
い
ま
す
。
自
然

の
傾
斜
を
利
用
し
て
、
東
側
と
西
側
に

二
つ
の
玄
関
を
設
け
、
東
側
か
ら
は
2

階
、
西
側
か
ら
は
1
階
の
玄
関
に
接
続

し
ま
す
。

　
「
情
報
館
」
は
地
上
2
階
建
て
で
、

延
床
面
積
4
、
4
4
2
㎡
、
建
築
面
積

　笹
俸〃

　　／／　　　／／
　　情報館位置図
」　　　父

　　　勘
　　軌、羅繍館勲

　瀞　　　，，建護雛建難
　　　ノ　　　　　石　　ノ　夢　　　，，　　　　　　糸薙

劇　　左

3
、
0
8
0
㎡
と
大
変
広
い
、
大
き
な

建
物
で
す
．

　
2
階
に
は
仕
切
り
壁
が
一
切
な
く
、

広
々
と
し
た
空
間
が
開
け
ま
す
。
1
階

と
2
階
を
つ
な
ぐ
開
架
ス
ペ
ー
ス
（
本

を
自
由
に
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
場
所
）
は
吹
き
抜
け
と
な
り
、
す

り
鉢
状
の
空
間
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
開
架
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
ス
ロ
ー
プ
と

2
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
い
　
す

お
年
寄
り
や
、
車
椅
子
利
用
者
の
便
宜

を
図
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

情報館の模型（屋根を取り払ったところ・西南側から）

2階の大空間と、開架スペースの吹き抜けの様子が分か

情
報
館
を
設
計
し
て

所
　
ん

務　
　
さ

事計
　
廣

設響廣
藤

藤内
所
内

　
「
情
報
館
」
は
、
図
書
館
機
能
を
中

心
と
し
た
公
共
施
設
で
す
。
そ
れ
も
、

市
民
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
図
書
館
と

い
う
機
能
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
広

域
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
化
社
会
の
新

し
い
機
能
を
付
随
さ
せ
た
情
報
セ
ン
タ

ー
で
す
。
こ
の
建
物
は
、
市
民
に
開
か

れ
た
施
設
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
と
若

者
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で

す
。
様
々
な
人
が
こ
こ
に
集
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
再
活
性
化
を
促
す
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
の
う
ち
の
長
い
期
間
を
雪
に
閉

ざ
さ
れ
る
こ
の
地
域
で
は
、
特
に
こ
の

期
間
、
人
が
に
ぎ
わ
い
集
う
空
間
が
必

要
で
す
。
ど
ん
な
す
ば
ら
し
い
施
設
も
、

人
が
使
わ
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
建
物
も
、
図
書
館
、
情

報
施
設
と
い
う
基
本
的
な
機
能
を
満
た

し
な
が
ら
も
、
本
質
的
に
は
日
常
生
活

に
密
着
し
た
、
人
が
に
ぎ
わ
う
空
間
を

作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
．

　
建
物
は
、
豪
雪
地
帯
と
い
う
厳
し
い

自
然
条
件
下
で
、
活
気
に
満
ち
た
空
間

を
可
能
に
す
る
堅
固
な
シ
ェ
ル
タ
ー
で

あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

2



へ

建
設
費
と
工
期

　
建
設
費
は
、
1
6
億
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
用
地
取
得
、
移

転
補
償
、
外
構
工
事
、
備
品
購
入
、
図

書
購
入
等
の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
平
成
8
年
度
に
着
工
し
、
1
0
年
度
完

成
の
予
定
で
す
。

情
報
館
の
性
格
と
機
能

　
「
情
報
館
基
本
計
画
書
」
に
よ
る
と
、

「
情
報
館
」
は
、
「
新
し
い
形
の
図
書
館
」

と
性
格
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
て
、
広
域
的

な
人
の
交
流
、
情
報
の
受
発
信
な
ど
の

機
能
も
付
け
加
え
、
誰
で
も
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
図
書
館
、
地
域
資
料

提
供
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
、
交
流
ひ
ろ
ば
の
五
つ
の
機
能
を

持
っ
た
施
設
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
五
つ
の
機
能
は
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ

ラ
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の

立
場
に
立
っ
て
、
総
合
的
に
働
く
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
　
“休

日
、
夜
間
の
開
館

　
「
情
報
館
」
は
、
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
土
・
日
曜
日
に
開
館
し
、
夜

間
も
開
く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
全
域
サ
ー
ビ
ス

　
市
内
全
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
、

「
情
報
館
」
と
い
う
一
つ
の
施
設
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現

在
あ
る
公
民
館
図
書
室
は
、
「
情
報
館
」

の
分
室
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
方

針
で
す
．

　
分
室
に
は
、
「
情
報
館
」
ま
で
足
を
伸

ば
せ
な
い
児
童
や
お
年
寄
り
の
要
求
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
児
童
図
書
、
読

み
物
、
雑
誌
を
中
心
に
備
え
て
お
き
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
「
情
報
館
」
に
ど
ん
な
本
が
あ

る
か
探
し
た
り
、
読
み
た
い
本
を
予
約

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
図
書

情報館の機能

以
外
の
地
域
生
活
情
報
も
取
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
分
室
か
ら
遠
い
地
域
に
は
、

今
ま
で
ど
お
り
自
動
車
文
庫
が
巡
回
し

ま
す
。広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
分
室
と
同
じ
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

博
物
館
、
広
域
圏
内
の
公
民
館
・
小
中

学
校
等
か
ら
も
「
情
報
館
」
の
図
書
を

探
し
た
り
、
情
報
を
取
り
出
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使

っ
て
、
各
家
庭
や
、
個
人
か
ら
も
「
情

報
館
」
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
予

図　　書　　館
・一般図書、児童図書、参考図書
・音声映像資料（カセットテープ、CD、ビデ

オ、LD等）、新聞、雑誌

地域資料提供

・広域圏に関係する資料を収集、提供（地理、観

光、文化、文化財、雪、織物、行政、その他）

・市史編さん資料、広域圏の町村史編さん資料
目録

視聴覚センター

・視聴覚ホール（ハイビジョン、映画等。補助
席、親子席を含めて120席）

・視聴覚研修室（視聴覚教材製作、編集技術研
修）、パソコン研修室（パソコン操作研修、パ

ソコン・ソフト研究）、録音録画室（ミニスタ
ジオ〉

情報サービス

　　　　■

・「惰報館」の資料・情報をデータベース化し
て提供（図書、資料、地域生活情報）

・コンピュー・タ・ネットワークによる外部デー

タベースヘのアクセス等
　・県立図書館・県内の公共図書館（資料目
　　録。予約も可能）
　・国立国会図書館（照会・借り受け）
　・県立生涯学習推進センター（県内生涯学
　　習情報）

　・商業データバン久インターネット

交流ひろば
・喫茶コーナー、多目的コーナー、集会室、団
体室、ボランティア室

定
で
す
．

情
報
館
の
図
書
と
資
料

　
「
情
報
館
」
で
は
図
書
の
ほ
か
、
地

域
資
料
を
中
心
と
す
る
各
種
資
料
や
、

音
声
映
像
資
料
、
新
聞
、
雑
誌
を
そ
ろ

え
ま
す
。

　
図
書
・
資
料
は
、
開
架
ス
ペ
ー
ス
に
、

8
万
点
を
並
べ
ま
す
。
ま
た
、
音
声
映

像
資
料
を
5
千
点
、
新
聞
3
5
紙
、
雑
誌

3
0
0
誌
を
提
供
す
る
計
画
で
す
。
さ

ら
に
、
閉
架
書
庫
と
古
文
書
収
蔵
庫
に

は
、
6
万
点
の
図
書
と
5
万
点
の
古
文

書
を
収
蔵
で
き
る
広
さ
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
分
室
に
は
8
か
所
で
5
万
点
、
自
動

車
文
庫
に
は
1
万
点
の
図
書
が
配
置
さ

れ
ま
す
。情

報
館
の
職
員

　
「
情
報
館
」
は
、
使
い
や
す
く
魅
力

的
な
建
物
、
豊
富
で
新
鮮
な
資
料
・
情

報
、
意
欲
的
で
専
門
的
な
知
識
、
技
術

を
持
っ
た
職
員
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
て
は

じ
め
て
機
能
す
る
施
設
で
す
。

　
「
情
報
館
」
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
に
は
、
司
書
、
視
聴
覚
主
事
、
社

会
教
育
主
事
、
学
芸
員
と
い
っ
た
専
門

的
職
員
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
休
日
や

夜
間
の
開
館
時
も
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
職
員
体
制

を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。

雪
国
な
ら
で
は
の

　
　
　
　
　
　
情
報
を
発
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ん

　
「
情
報
館
」
利
用
の
主
役
は
、

右
ん
市
民
を
中
心
と
し
た
方
々
で
す
。

し
か
し
、
情
報
の
双
方
向
性
・
交
流
と

い
う
視
点
か
ら
、
あ
る
い
は
、
ほ
く
ほ

く
線
・
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
開
業
を

間
近
に
し
て
、
地
域
外
か
ら
の
利
用
者

を
も
意
識
し
た
施
設
で
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ま
り
機
能
を
欲

張
ら
ず
に
、
こ
の
地
域
だ
け
に
し
か
な

い
固
有
の
情
報
を
集
積
し
発
信
し
て
い

く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
み
る
の
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
雪
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
図
書
、
文
献
、
映
像
と
し
て
提
供

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
「
情
報
館
」
全
体

に
「
克
雪
、
利
雪
、
親
雪
」
を
具
体
的

に
展
開
し
、
雪
国
特
有
の
快
適
空
間
を

表
現
す
る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
こ
ん
な
観
点
か
ら
今
回
の
設
計
を
見

る
に
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
や
ガ
ラ
ス
壁
面
、

屋
外
読
書
席
等
に
は
重
要
な
意
味
が
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
雪
国
特
有
の
人
情
味
あ
ふ

れ
る
触
れ
合
い
が
こ
こ
か
ら
日
々
発
信

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

快　㈱当問高原リゾー

も今井康幸さ
ち

3
型絹陸
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情
報
館
の
特
徴

●
大
地
に
根
付
い
た
建
物

　
敷
地
の
傾
斜
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、

1
階
東
側
は
地
下
に
も
ぐ
ら
せ
、
東
側

か
ら
見
る
と
平
屋
、
西
側
か
ら
見
る
と

2
階
建
て
に
見
え
ま
す
。

　
大
地
に
根
付
い
た
よ
う
な
外
観
は
、

総
合
体
育
館
や
周
囲
の
緑
に
調
和
し
て
、

威
圧
的
に
な
ら
ず
、
利
用
者
が
近
づ
き

や
す
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●
冬
も
明
る
い
建
物

　
屋
上
に
は
4
列
の
ト
ッ
プ
ラ
羅
欝
を

設
置
し
、
2
階
の
壁
は
ガ
ラ
ス
張
O
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
屋
上
と
周
囲
か
ら

自
然
光
が
入
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

の
周
囲
に
は
融
雪
設
備
を
施
し
、
冬
も

明
る
い
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
雪
対
策
と
省
エ
ネ

　
建
物
全
体
は
4
・
5
搬
の
耐
雪
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
さ
し
の
先
端
に

は
雪
ぴ
防
止
の
た
め
融
雪
設
備
が
付
い

て
い
ま
す
．
ひ
さ
し
が
長
く
張
り
出
し

て
い
る
の
で
、
窓
が
雪
に
埋
も
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
と
4
面
ガ
ラ
ス
か
ら

の
採
光
と
、
二
重
ガ
ラ
ス
の
断
熱
効
果

で
省
エ
ネ
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
強
い
地
震
に
も
大
丈
夫

　
2
階
の
大
空
間
を
支
え
、
4
・
5
m

の
耐
雪
を
実
現
す
る
た
め
に
、
屋
根
と

2
階
の
柱
に
は
、
橋
構
造
に
も
使
わ
れ

る
強
度
の
高
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン

情
報
館
の
平
面
図
と
各
室
の
働
き
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図

階
面

2
平

便
所
　
各
階
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

　
を
、
ま
た
、
個
室
の
中
に
は
幼
児
用

　
の
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
、
備
え
付
け
て

　
あ
り
ま
す
。

　
　
　
い
　
す

　
　
車
椅
子
用
ト
イ
レ
は
1
階
と
2
階

　
の
両
方
に
あ
り
ま
す
。

　
　
1
階
の
子
供
の
ス
ペ
ー
ス
の
奥
に

　
幼
児
用
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

多
目
的
コ
ー
ナ
ー
　
さ
ま
ざ
ま
な
展
示

　
や
催
し
物
に
使
用
し
ま
す
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
　
学
習
、
行
政
、
観
光

　
等
の
地
域
生
活
情
報
、
県
内
の
生
涯

　
学
習
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
　
芝
生
か
ら
水
の
ひ
ろ

　
ば
が
見
渡
せ
る
快
適
な
場
所
で
す
。

　
飲
み
物
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
、
休

　
憩
や
グ
ル
ー
プ
で
の
お
し
ゃ
べ
り
に

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

音
声
映
像
資
料
コ
ー
ナ
ー
　
カ
セ
ッ
ト

　
テ
ー
プ
や
C
D
を
聴
く
音
声
ブ
ー
ス

　
5
席
、
ビ
デ
オ
や
L
D
を
楽
し
む
映
像

　
ブ
ー
ス
ー
0
席
を
用
意
し
ま
す
。
芸
術
に

　
関
す
る
図
書
・
資
料
も
そ
ろ
え
ま
す
。

新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
　
た
く
さ
ん
の
新

　
聞
、
雑
誌
を
自
由
に
、
ゆ
っ
た
り
と

　
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
ワ
ー
プ
ロ
、
パ

　
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
使
え
ま
す
。

一
般
開
架
ス
ペ
ー
ス
　
図
書
館
の
中
心

　
で
す
。
2
階
に
は
読
み
物
等
を
．
1

　
階
に
は
実
用
書
を
並
べ
る
予
定
で
す
。

　
参
考
図
書
、
や
や
専
門
的
な
図
書
は

　
中
間
層
に
置
き
ま
す
。

み
ん
な
で
利
用
し
て
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

大島厚子さ
（本町1下・42歳

　
子
供
や
老
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設

は
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
か
ら
老
人
ま
で
利
用
し
や
す
い
「
情

報
館
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　

子
供
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
や
視
聴
覚

ホ
ー
ル
の
親
子
席
を
設
け
る
な
ど
の
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
建

物
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
も

細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま

す
。
建
物
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
点

で
も
全
国
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
が

お
お
い
に
活
用
し
、
よ
り
多
く
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
建
物
で
も
、

利
用
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
何
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
「
情
報
館
」
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
情
報
発
信
基
地
と
す
る
に
は
、
職

員
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
一
緒
に
な

っ
て
育
て
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。　

開
館
し
た
ら
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
情
報
館
」
に

な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
育
て
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

4



ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
ま
し
た
。
直
下
型

震
度
7
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
。

●
魅
力
的
な
内
部
空
間

　
2
階
全
部
が
見
渡
せ
る
広
々
と
し
た

空
間
が
魅
力
的
で
す
。

　
開
架
部
門
の
1
階
と
2
階
を
つ
な
ぐ

吹
き
抜
け
部
分
は
、
上
か
ら
は
大
空
間

を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

下
か
ら
は
本
に
囲
ま
れ
た
雰
囲
気
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
情
報
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
玄
騰
に
入
っ
て
、
目
指
す
資
料
に
た

ど
O
着
く
ま
で
、
様
々
な
資
料
、
情
報

に
自
然
に
接
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
鮮
な
資
料
、
情
報
が
並
ぷ
さ
ま
は
、

ま
さ
に
罰
情
報
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

繋
隊
で
す
。

　
　
　
　
　
　
い
　
す

●
あ
な
だ
の
椅
子
が
あ
り
ま
す

　
　
潮
情
報
館
」
に
は
、
2
0
0
を
越
え

る
椅
子
、
読
書
席
が
あ
り
ま
す
。

　
畳
の
読
書
席
を
は
じ
め
、
揚
所
毎
に

そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
席
を
用
意
し
ま

す
の
驚
、
誰
で
も
自
分
の
気
に
入
っ
た

椅
子
を
見
つ
け
、
腰
掛
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

匙
●
サ
饗
謄
ス
ほ
人
で

　
　
る

　
建
物
を
作
O
、
資
料
を
並
べ
る
だ
け

ぞ
は
、
本
当
の
サ
ー
ビ
ス
は
驚
ぎ
ま
せ

ん
。
火
健
よ
る
手
助
け
も
必
要
で
す
。

義
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
1
階
と
2
階
に
サ

ー
ビ
ス
ガ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
て
、
対
応

じ
ま
蕪

十
室械機

　
　
　
　
　
庫

機
器
室

　
　
　
　
　
倉

㎜
ル

＝㎜
ホ 室会集

室体団

室備準

室整調

室画録音録

レ→ホ覚聴視

　
室

覚
修

聴
研

視

席子

室修研ンコソ
◎

￥ノ

…
庫
”
，親
蕪
論

　
　
　
　
　
室

　
　
　
　
　
会

庫　
　
　
　
　
集

；
＆
…
ひ
」
…
…
：
“
，
：

　
「
桝
一
一
ジ
文
諮
…
・

古

．
　
　
”
　
　
＝
＝
＝
；

…
　
ー
一
■
…
》
…
…
響
…
甲
．
＝
、
：
，

．
』
ー
　
㎜

…
：
テ
乱
…
■
『
…
＝
響
＝
聯
…

．
．
．
…
認
倉

庫倉

集
会
室

…
所
巨

図

　
臼
：
リ
レ
・
：
：
㍉
’
：
臼
1
』

…
、
｛
薩
一
庫
黛
．
薩
潅
嚢
㎜

｝
：
（
…
曽
…
Ψ
：
～
ー
…

ス一ペス
汀
の
聾
珪

誌
薫
架
薫
丁
・
鷺
便
、

図
，

庫倉

臼
轍
慕

ム
　
　
ト
，
哩

　
■
卜

　
・
■
　
，
　
■
　
‘

ふ
”
　
　
　
”
・
謹

」
　
　
　
髄
ト
：
卜

…
　
　
一
：
…

，
m
　
　
…

”
　
　
　
　
．
．
唾
．
－
福

占
　
　
㌦
ふ
．
：
叫
：
．
7

　
　
　
　
ス

・
』
嚢

　
　
　
一

伽
■
：
軌
：
：
：
r
：
ー
レ
；
：
ト
：
：
レ
：
’

三
ー
：
．
『
、
．
ザ
：
，

＝
…
；
”
輪
，
，
．
列
．
．
．
…
．
．
．
．
叩

「
…
…
…
－

一タンス一

】
・
1
●
1
・
一
■
o
』

㎜
…
　
　
”
畳
－
峯
－
・
”
・
“
…
ボ

　
　
■
臼
　
一
：
か
　
　
■
■

レ
」…

彗
◎
蹄

讃
評

轟
蕪
冬
“
一
一
一
”
…

卑
際
一
員
…

．
↓
，
開

轟
一
一
童
彗
一
…

　
児
糞
一
嚢

室気電

カ
　
…
3㎝

ビ
　
…
一

サ
…

印
刷
室

…
㌔
…
：
…
：
…
…

室憩休
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室

＋
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書
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．
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．
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甲
M
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P
．
．
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…
思

室アイテンラボ

嚢
へ
室　

い
ラ
㎜
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繋
乗
接
　
　
い
ト
ぎ

薫
応
　
　
誌
ン
…
…
…

思
　
ン
竃

．
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｝
』

　
　
図

階
面

1
平

庫
駐
羨
　
　
　
二
備

車
…
…
　
一
．
享
詑
｝
警

M
　
　
「
・
…

B
　
三
ヂ
　
　
㎝
… 三

室

凋
：
．
…
－
岬

嵐
除
室

　
▼

倉
庫

ボ

“

視
聴
覚
ホ
ー
ル
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が
、

　
1
5
0
イ
ン
チ
の
大
画
面
で
楽
し
め

　
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
、
ピ
ア
ノ
が
付
い
て
、

　
観
客
1
2
0
人
ま
で
の
小
発
表
に
も

　
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幼
児
と
親

　
の
た
め
の
親
子
室
も
用
意
し
ま
し
た
。

団
体
室
　
　
「
情
報
館
」
を
定
期
的
に
利

　
用
す
る
団
体
の
た
め
の
部
屋
で
す
。

録
音
録
画
室
、
調
整
室
　
ミ
ニ
ス
タ
ジ

　
オ
と
、
高
品
質
な
編
集
に
対
応
で
き

　
る
よ
う
な
部
屋
で
す
。

視
聴
覚
研
修
室
　
視
聴
覚
機
器
の
操
作

　
研
修
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
作

　
成
を
行
う
部
屋
で
す
。
一
般
的
な
音

　
声
映
像
の
編
集
な
ら
、
こ
こ
で
十
分

　
間
に
合
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
研
修
室
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
研

　
修
、
ソ
フ
ト
の
研
究
に
使
用
し
ま
す
。

　
研
修
会
の
ほ
か
、
個
人
で
自
由
に
利

　
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

古
文
書
収
蔵
庫
、
閉
架
書
庫
　
古
文
書

　
や
開
架
ス
ペ
ー
ス
に
並
び
き
れ
な
い

　
図
書
・
資
料
を
収
蔵
し
ま
す
。
も
ち

　
ろ
ん
こ
の
中
の
資
料
も
、
読
ん
だ
り
、

　
借
り
た
り
で
き
ま
す
。

児
童
開
架
ス
ペ
ー
ス
　
児
童
図
書
、
絵

　
本
、
紙
芝
居
を
2
万
点
用
意
し
ま
す
。

子
供
の
ス
ペ
ー
ス
　
読
み
聞
か
せ
や
、

　
紙
芝
居
等
に
も
使
い
ま
す
。

B
M
書
庫
、
B
M
車
庫
　
自
動
車
文
庫

　
用
の
書
庫
と
車
庫
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
軽
作
業
や
休
憩
に
利
用
し
ま
す
。

豊
富
な
資
料
と
意
欲
あ
る
職
員
を

　　嫉』

樋口正文さん
（神明町・37歳）

　
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
、
い
つ
も
利

用
者
で
あ
ふ
れ
る
「
情
報
館
」
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
「
図
書
館
」
機
能
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
豊

富
な
資
料
と
、
常
に
高
い
新
鮮
度
が
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
」
は
、
特
に
活

字
離
れ
が
進
む
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
機
能
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

衛
星
放
送
や
L
D
を
使
っ
て
、
地
方
で

は
味
わ
え
な
い
演
奏
会
や
観
劇
を
大
型

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
楽
し
め
る
な
ん
て
の

も
い
い
で
す
ね
。

　
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
生
活
に
真
に
役
立
つ
情
報
を
蓄

え
、
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
利

用
者
と
情
報
を
結
ぶ
か
け
橋
と
な
る
の

は
あ
く
ま
で
も
職
員
で
あ
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
等
は
、
そ
の
た
め
の
道
具
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
情
報
館
」
は
、
作
っ
て
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
を
生
き
が

い
と
す
る
よ
う
な
職
員
、
そ
れ
を
も
り

立
て
る
利
用
者
、
財
政
支
援
を
惜
し
ま

な
い
行
政
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
育
て

て
い
っ
て
は
じ
め
て
、
立
派
な
「
情
報

館
」
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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　灘
郵

贈灘鰍㎜
絹薦

獺

雛
號
講
、
、

　
簗
饗

鑛

姦
雛

嚢
　鵬

鵜

饗霧

　
　
　
お

灘融．

嚢
灘
奪
、
、

欄
難
．

鱗
、
蟹

黙遜

i翼，

霧

講
．
鯉

、
　
　
轟
毒
■

　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
醸

　
　
　
　
　
難
．

蓑堀・
鞍

難

・
鑛
難
蟹垂

　　　　　　　　　　　　驚
　　　　　　　　　　謙灘

　　　　　　　襲　　　　　　鶴
　　　　　騨

　　　盤

1、鐵
鞍

使
節
団
、
コ
モ
市
を
訪
問

　
　
　
　
　
　
川
治
小
、
夢
ふ
く
ら
あ
姉
妹
校
に

　
姉
妹
都
市
提
携
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
十
日
町
市
交
流
親
善
使

節
団
（
本
田
欣
二
郎
市
長
団
長
、
一
行
7
8
人
）
が
コ
モ
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。
1
0
月
2
日
㈲
タ
方
に
コ
モ
市
到
着
、
3
日
・
4
日
と

記
念
行
事
等
に
参
列
す
る
と
と
も
に
コ
モ
市
内
を
観
光
し
、
多
く

の
市
民
と
交
流
。
5
日
よ
り
3
班
に
分
か
れ
視
察
見
学
を
行
い
、

8
日
㈲
・
m
日
㈹
・
1
2
日
㈱
と
そ
れ
ぞ
れ
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
、
姉
妹
校
提
携
調
印
式
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
記
念
式
典
に
先
立
っ
て
、
ヴ

3
日

　
　
　
イ
ラ
・
オ
ル
モ
で
本
田
市
長
、

吉
沢
慎
一
・
十
日
町
コ
モ
姉
妹
都
市
交

流
協
会
長
、
ボ
ッ
タ
市
長
、
ボ
ル
ド
ー

リ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
コ
マ
ス
カ
会
長
に
よ

る
四
者
会
談
が
開
か
れ
、
①
経
済
的
交

流
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
交
流
に
つ

20周年記念式典　記念植樹

　建築後250年という荘厳なヴィラ・オルモ

に関係者130人が参列。あいさつ後、本田市

長より火焔形土器（複製）、ボッタ市長より

絵画の記念品交換。式典後はコモ湖と市街

地を見渡す前庭で楡（ニレ）の木の記念植

樹が行われました。館名のオルモは楡の木

を意味しています。

　3つの姉妹関係

　昭和50年（1975）2月、コモ市を

訪問、姉妹都市を結びました。56年

（1981）5目．コモ使節団が5周年
を記念して来市、ロータリークラブ

が姉妹ロータリーとなりました。今

回の訪問で姉妹校が誕生しました。

これにより3つの姉妹関係ができた

ことになります。

な
が
る
具
体
的
な
材
料
を
検
討
す
る
、

②
姉
妹
校
交
流
を
協
会
・
市
が
応
援
す

る
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
談
後
、
午
前
1
0
時
よ
り
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
壇
上
に
は
本
田
市

長
、
吉
沢
交
流
協
会
長
、
斎
木
実
市
議

会
議
長
、
ボ
ッ
タ
市
長
、
小
松
久
也
ミ

ラ
ノ
総
領
事
、
ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
、
コ

ロ
ン
ボ
市
議
会
議
長
が
並
び
、
両
国
国

歌
の
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
タ
市
長
が
「
絹
織
物
の
関
係
で

20

年
前
に
交
流
が
始
ま
っ
た
。
今
後
は

経
済
的
交
流
が
大
切
で
あ
る
」
、
ボ
ル
ド

ー
リ
会
長
が
「
今
年
5
月
の
訪
問
で
温

か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
今
度
は
お

返
し
す
る
番
だ
。
こ
こ
数
年
間
で
大
変

親
し
く
な
れ
た
。
と
に
か
く
付
き
合
い

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
本
田
市
長
が
「
両
市
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　　　裏・韓
’弐鱗

　　欝簸灘雛熱灘

　lP

　　　隙
　　撒　飾　灘饗

嚢
饗
．

轟
碧
毯

羅
欝
灘

　
灘
　
　
嚢

四者会談

　20年を振り返っての今後の交流の

在り方が話し合われました。

講

嘆
，
戸
毒
纏

伽
㌧
瓢
妻

総　騨

懸
腕1

姉妹校提携調印式

　「よろしくお願いします」。提携書の署名後、川治小児童会代表の

高波香織さん、南雲麻衣子さん（ともに6年生）が仲良しの友達に

なりましょうと握手をしました。

一溜．＿

紅

コモ市主催レセブション（3日）

　交流協会にコマスカより絵画が

贈呈されました。

▲それぞれ両校が用意した姉妹

　校提携書に清水教頭が署名を

　しました。

の
交
流
協
会
が
姉
妹
関
係
を
よ
り
強
く

し
て
く
れ
た
。
友
好
は
も
ち
ろ
ん
経
済

交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
、
吉
沢
交
流
協
会
長
が
「
文
化
・

風
土
が
違
う
二
つ
の
市
が
兄
弟
と
し
て

20

歳
の
祝
い
を
迎
え
、
真
の
友
好
が
結

ば
れ
た
と
確
信
す
る
。
協
会
同
士
の
心

の
交
流
を
さ
ら
に
強
い
も
の
に
し
た
い
」

と
返
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
小
松
ミ
ラ
ノ
総
領

事
よ
り
「
十
日
町
・
コ
モ
の
姉
妹
関
係

の
2
0
年
は
両
市
の
関
係
だ
け
で
な
く
、

両
国
の
友
好
関
係
に
多
い
に
貢
献
し
て

き
た
」
と
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
よ
り
コ
モ
庁

4
日

　
　
　
舎
議
場
で
、
川
治
小
学
校
と
フ

ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
の
姉
妹

校
提
携
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア

ン
ト
ニ
オ
教
育
長
、
ピ
ニ
ー
前
市
長
、

月にプレゼントした千羽鶴が

下がり、子供たちが元気な合

れました。

騨窪・・　　　菱　　　　　　陸　』『勲

姉妹校
　川治ノ．

天井か‘

唱で迎プ

麺
騒

簸

ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
、
本
田
市
長
、
吉
沢

交
流
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

姉
妹
校
提
携
書
に
清
水
稔
教
頭
、
ジ
ョ

バ
ー
ナ
校
長
が
署
名
を
し
ま
し
た
。

　
「
姉
妹
校
が
単
に
言
葉
の
遊
び
に
な

っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
同
士
を
結
び

付
け
て
い
る
も
の
を
子
供
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
ジ
ョ
バ
ー
ナ
校
長
が
、

「
姉
妹
校
に
な
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

両
校
の
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
と
、
平

和
の
心
を
育
て
て
い
く
よ
う
努
力
す
る
」

と
清
水
教
頭
が
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し

　
調
印
式
後
、
同
校
を
訪
問
。
「
な
ぜ
箸

で
食
べ
る
の
か
」
「
ど
ん
な
遊
び
を
し
て

い
る
の
か
」
「
ど
ん
な
木
が
あ
る
の
か
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
り
、

サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た
り
、
子
供
た
ち

同
士
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
合
い
ま
し
た
。

　
　
　

、
欝
難
難
騒

纏
欝
醗

　
　
…
犠
麟

　
　
　
門
編
　
、
、

十日町市主催レセブション（4目）

　食事は洋食。進行は乾杯、天神嘘子、三

本じめ、万歳、十日町方式で交流を深め合

いました。

灘
欝
鍬
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保育所・幼稚園の入所案内
　　　11月1日㈱から受け付けます

　
平
成
8
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
所
・

幼
稚
園
へ
の
入
所
・
入
園
を
希
望
す
る
児

童
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

　
■
保
　
育
　
所
■

　
　
　
　
　
（
公
立
・
私
立
）

■
受
付
期
間
　
1
1
月
1
日
㈱
～
1
4
日
㈹

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類
は
市

　
社
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所
に
あ
り

　
ま
す
．

■
入
所
選
考
　
保
育
に
欠
け
る
程
度
の
高

　
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
し
ま
す
の
で
、

　
定
員
を
超
え
て
希
望
の
あ
る
場
合
は
、

　
そ
の
保
育
所
へ
入
所
で
き
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先
　
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

　
係
（
費
5
7
－
3
1
1
1
・
内
線
鵬
・
以
）
へ
。

　
■
へ
き
地
保
育
所
■

■
受
付
期
問
　
n
月
1
日
㈱
～
1
4
日
㈹

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
、
各
へ
き
地

　
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
入
所
を
希
望
す
る
へ
き
地

保
育
所
へ
．

■
中
途
入
所

　
年
度
の
途
中
で
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　
は
、
毎
月
一
日
か
ら
預
か
り
ま
す
。
申

　
し
込
み
は
、
事
前
に
市
社
会
福
祉
事
務

　
所
へ
。
へ
き
地
保
育
所
は
各
園
へ
。

覧〉所育〈保

区分 保育所名 所在地 電話番号 定員 開設時間 受入年齢 特別実施事業 給　食

鐙島保育所 南鐙坂 57－8795 60 7二30～18二〇〇 生後12か月～ 異年齢児交流
公 高山保育所 錦町2 57－8908 60 〃 6　〃 異年齢児交流（学童保育）

立 川治保育所 川治中町 57－3256 30 〃 12〃 障害児保育・育児講座
保 下条保育所 下条本町 55　2017 45 〃 12〃 育児講座

育 西保育所 下川原町 57－0338 60 7二30～18二30 12〃 障害児保育・異年齢児交流 ・3歳未満
所 北原保育所 北　　原 52　3339 45 7：30～18二〇〇 12〃 異年齢児交流 児は完全

水沢保育所 土市2 58－2103 90 〃 12〃 世代間交流 給食

十日町幼児園 本町西1 52－2068 60 7二30～18二30 生後2か月～ 乳児指定・育児相談・一時保育
私 北越保育園 本町6－1 57－3860 90 7二30～19二〇〇 2　〃 乳児指定・延長保育・異年齢児交流 ・3歳以上

立 大井田保育園 四日町1 52－2009 60 7二30～18二15 2　〃 未就園児施設開放（第1・3土曜） 児は副食

保
山本愛泉保育園

森の保育園
山本2
大黒沢東

57－0133

58－3782

45

45

7二30～18二30

7二30～18二30

2　〃

2　〃

乳児指定・異年齢児交流・学童保育

世代間交流・異年齢児交流

のみ

育 いずみ保育園 昭和町3 52－4472 60 7二30～18二30 2　〃 乳児指定・一時保育

所 中条保育園 中　　町 57　5446 60 7二30～18二10 2　〃 育児講座・異年齢児交流・施設開放

慈光保育園 北新田1 52－3587 90 7：00～19：15 2　〃 延長保育・乳児指定

へ
吉田保育園 吉田山谷 57－1418 50 7：30～17：00 生後12か月～ 副食のみ

き 新座保育園 新座3 57－6002 60 7：30～18二〇〇 6か月～ 完全給食

地
保

水沢南部保育園

六箇保育園
白梅保育園

水沢3
田　　麦

高田町4

58－2229

52　3418

52－4959

60

30

45

8二30～16二〇〇

8二30～17二〇〇

7二30～18二〇〇

2歳～
2　〃

2　〃

副食のみ

　〃
　〃

育
所

飛渡保育園
八箇保育園

新　　水

池之平
59－2351

57－0062

30

30

8二30～16二30
7二30～17二〇〇

3　〃

2　〃

　鉦　’』、、

副食のみ

覧〉園稚〈幼

幼稚園名 所在地 電　話
募集　人　員

定　員 教育時間 給　食 送　迎
3　歳 4　歳 5　歳

愛宕幼稚園
天使幼稚園
むつみ幼稚園

川原町

寿町4
桑　　原

52－3123

52　3466

56－2424

60

60

50

若干名

20

若干名

若干名

〃
〃

200

160

190

9二〇〇～14：30

9＝30～15二〇〇

9：00～14二45

完全給食

　〃
副食のみ

バス送迎

　〃
　〃

■
幼
　
稚
　
園
■

■
受
付
期
間
　
1
1
月
1
日
㈱
～
3
0
日
㈲

　
（
た
だ
し
、
む
つ
み
幼
稚
園
は
n
月

　
2
0
日
㈲
ま
で
）

■
入
園
資
格
　
平
成
8
年
4
月
1
日
現

　
在
、
満
3
歳
以
上
の
就
学
前
の
児
童
。

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
各
幼
稚
園

　
に
あ
り
ま
す
．

■
中
途
入
園
に
つ
い
て
　
幼
稚
園
は
月

　
途
中
か
ら
で
も
入
園
で
き
ま
す
。
希

　
望
者
は
各
幼
稚
園
へ
。

　
斎
条
壱
壱
壱
斎
条
壱
壱
斎
斎
条
壱

　
保
育
所
で
は
、
心
身
に
特
定
の
障
害

を
も
っ
た
児
童
の
保
育
、
延
長
保
育
や

乳
児
保
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
保
育
の
ほ
か
、
地
域
活
動

事
業
と
し
て
、
豊
富
な
知
識
を
持
つ
お

年
寄
り
を
招
い
て
の
世
代
間
交
流
や
、

祖
父
母
等
と
と
も
に
子
育
て
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
育
児
講
座
の
開
設
、
地

域
の
小
学
生
と
の
交
流
事
業
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

友達と遊、ヨミの最高に楽しいよ！！
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■収益的収支

　　（消費税抜）

その他
8，173万円
（11．4％〉

氷道料金
61，443簗塞爾

鰺3．9％》

受託工事費
5，088万円
（7．1％）

修繕費
7，429万円
（10、4％）　　動力費

　　　　、5，081万円
　　　　（7．1％）

欝辮
鰯

会
3
8
3

他
凧
＠

　　難灘
　難．饗難懸鍵

　　鰻鐵灘

　　難鐵
　難，雛欝難　支撫臆
　　饗灘灘　 2⑧譲24灘周

　　　　　　（28．3％）

減緬償i却費人徐費
13，22濡騨2，340鯛
御8．5％）（総2鰯

受託工事収入
5，566万円
（7．6％）

　その他

■上水道事業の現況と業務量の状況

879万円
（1．2％）

純利益
1，715万円

事　　業 6年度 5年度 比較（％〉

計画給水人口σ9 31，800 31，800 100．0

年度末給水戸数㈱ 9，284 9，151 101．5

年度末給水人口σ9 28，323 28，368 99．8

年間総給水量（mり 3，792，419 3，709，971 102．2

1日最大給水量（mり 14，108 12，770 110．5

1日平均給水量（mり 10，390 10，164 102．2

1日1人当たり最大給水量（¢） 501 450 111．3

1日1人当たり平均給水量（¢） 367 358 102．5

有軌収　　水　　量（mり 3，409，835 3，287，707 103．7

有　　　収　　　率（％） 89．91 88．62 101．5

年度末消火栓数㈱ 309 308 100．3

年度末送（導）水管総延長（m） 24，769 24，769 100．0

年度末配水管総延長（m） 91，837．0 90，399．5 101．6

普　　　及　　　率（％） 99．81 99．79 100．0

　　　6年度の決算状況
　平成6年度の上水道決算状況をお知ちせしま
す。

　水道事業は市民の皆さんの健康的で文化的な

生活を支える重要な事業であり、社会的、経済

的な諸活動を支えるために不可欠な事業と位置

付け、一層の安定供給を目指して企業経営に努

めてきました。その結果、収益的収支では1，715

万円の純利益を計上することができました。（別
表）

　また、資本勘定における主な建設改良事業で

は、10年目を迎えた第3期拡張事業として関根

地内において124．94mの送水管を布設したほか、

第三配水池の計装設備の改良工事を行いました。

そのほか2，760．57mの送・配水管の布設替えを

行いました。

■資本的収入及び支出（消費税込）　（単位：万円）

支　　　　出 収　　　　入

科　　目 金　額 科　　目 金　　額

建設改良費 8，965 企業債 4，150

企業債償還金 10，909 負担金 46

合　　計 19，874 合　　計 4，196

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額15，678

万円は、減債積立金50万円、当年度分消費税資本的

収支調整額261万円、過年度損益勘定留保資金5，528

万円、当年度損益勘定留保資金9，839万円で補てんし

ました。

7年度上半期の業務状況
平成7年度上半期（平成7年4月1日から、

9月30日まで）の水道事業の業務状況をお知

らせします。消費税相当分を除いて表示して

います。

■損益計算書 （単位：万円）

支　　　出 収　　　入

科　　目 金　額 科　　目 金　額．

営業費用 2億4，036 営業収益 3億3，976

営業外費用 1億　124 営業外収益 1，438

特別損失 2
小　計 3億4，162

上半期利益 1，252

合　計 3億5，414 合　計 3億5，414

■貸借対照表　　　　　　　　　　　　　（単位二万円）

資　　　産 負債及び資本

科　　目 金　額 科　　目 金　額

固定資産 34億2，694 固定負債 4，597

流動資産 2億4，784 流動負債 1，715

繰延勘定 1，861 資　本　金 34億2，771

剰　余　金 1億9，004

上半期利益 1，252

合　計 36億9，339 合　計 36億9，339

■給水業務量の状況

区分 7年度
（H7，4．1～9．30）

6年度
（H6．4。ト9．30〉

比　　較

増減 比率

給水栓数（戸） 9，402 9，294 108 101．2

給
水
量

総量（m・） 1，907，240 1，951，757 △44，517 97．7

1日最大（m・） 13，928 14，107 △179 98．7

1日平均（m・） 10，479 10，694 △215 98．0
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モ
デ
ル
地
区
に
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
専
用
カ
ゴ
」
を
配
置

　
　
　
　
　
　
～
資
源
ご
み
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

　
霧
谷
埋
め
立
て
地
が
1
年
で
も
長
く

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
ご
み
処
理

経
費
の
節
減
や
資
源
の
再
利
用
を
目
的

に
実
施
し
た
「
資
源
ご
み
収
集
」
は
、
ス

タ
ー
ト
し
て
6
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
一
方
で
は
、
収
集
に
際
し
て

い
く
つ
か
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
解
梢
す
る
た
め
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
「
鉄
・
ア
ル
ミ
類
専
用
カ

ゴ
」
の
配
置
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
「
資
源
ご
み
収
集
」
が
ス

タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、

市
全
域
で
は
な
く
川
治
と
西
部
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
お
願
い
し
、
「
カ
ゴ
」
を

配
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
地
域
の
結
果
を
参
考
に

し
て
、
で
き
れ
ば
来
年
度
以
降
全
市
に

配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
集
時
の
問
題
点

①
鉄
・
ア
ル
ミ
類
の
中
に
ビ
ン
、
プ
ラ

　
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
が
混
入
し
て
い
る

　
袋
が
あ
る
．

②
ビ
ン
類
な
ど
が
混
入
し
て
い
な
い
か

　
一
つ
ひ
と
つ
の
袋
を
開
け
て
確
認
し

　
て
い
る
た
め
、
そ
の
作
業
に
相
当
の

　
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

③
空
き
缶
類
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、

　
透
明
で
な
い
も
の
が
多
く
破
袋
作
業

　
の
時
、
混
入
し
て
い
る
鋭
利
な
容
器

　
に
よ
り
危
険
な
場
合
が
あ
る
。

利
　
用
　
方
　
法

①
「
カ
ゴ
」
の
中
に
は
、
空
き
缶
類
、

　
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
小
さ
い
も
の
を
入

カゴを設置したモデル地区

〈川治地区〉川治上町1・2、川

治中町、川治内後、川治下町1・2・

3、妻有町東1・妻有町西1・2、

谷内丑1・北新田1・2・3、城之古

1・2・3、城之古東町、塚原町、

高山2・3・4、綿町1・2、美雪町

1・2・3、桜木町、春日町1・2・

3、高田町4・5・6
〈西部地区〉高田町3東・西・南、

丸山町、稲荷町3本通り・3東・3
南・3北・4、稲荷町西、西本町1・

2・3、千代田町、八幡田町、下川

原町

　
れ
、
や
か
ん
、
な
べ

　
な
ど
の
大
き
い
容
器

　
は
、
「
カ
ゴ
」
の
脇
に

　
置
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
鉄
・
ア
ル
ミ

　
以
外
は
、
絶
対
に
入

　
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
ス
プ
レ
ー
な
ど
は
、

　
危
険
防
止
の
た
め
に

　
必
ず
穴
を
開
け
て
「
カ

　
ゴ
」
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

③
鉄
・
ア
ル
ミ
類
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
は
、
「
カ
ゴ
」
に
入
れ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

　
モ
デ
ル
地
区
に
限
ら
ず
、
取
り
残
さ

れ
た
「
ご
み
」
の
た
め
に
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て
い
る
役
員
に
大

変
な
労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
と
収
集
す
る
物

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
勤
途
中
な
ど
に
他
町
内
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
　
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

罰
雛
鷹
輪
ゲ
／
鰍
．
　
・

配置された専用力ゴ

　
　
　
　
　
顯
難

瓢
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
衛
生
課
環

境
係
　
鱈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
踊

十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

暦
5
2
！
3
9
2
4

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者
集
め
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
十
日
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
主
催
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
、
1
0
月
8

日
㈲
、
信
濃
川
運
動
公
園
庭
球
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．

芙野監督あ指導獲ける邸高生

　
こ
れ
は
、
今
年
度
の
全
日
本
選
手
権

（
皇
后
杯
）
の
3
位
ま
で
を
独
占
し
た

ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー
チ
ー
ム
を
招
き
、
市

内
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者
や
指
導
者

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。
当
旧
は
、
郡
市
内
の

中
・
高
生
を
中
心
に
約
2
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
．

　
大
野
美
紗
子
監
督
は
、
「
中
学
生
の
こ

ろ
に
基
礎
を
覚
え
る
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
。
今
日
は
体
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
の
動
き
を
目
で
見

て
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

全
国
の
信
者
集
め
第
1
9
回
生
誕
地
ま
つ
り

　
市
の
4
大
ま
つ
り
の
一
つ
、
第
1
9
回

生
誕
地
ま
つ
り
が
、
1
0
月
7
日
ω
・
8

日
㈲
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
7
日
夜
に
大
池
で
行
わ
れ
た
灯
籠
流

し
で
幕
を
開
け
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
信
者

や
市
民
約
3
0
0
人
が
参
加
し
て
、
ふ

る
さ
と
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
8
日
は
午
前
1
0
時
か
ら
本
町
通
り

や
高
田
町
通
り
な
ど
で
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
5
0
教
会
、
約
7
、
0
0
0
人
の
信

者
に
よ
る
万
灯
行
進
が
延
々
4
時
間
に

わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
駅
通
り
で
は
全
国
の
物
産
を
販

売
す
る
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
も
設
け
ら

れ
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
開
祖
様
の
「
卒
寿
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
各
教
会
の
行
進
に
も

特
に
熱
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

購
劉

にぎやかな行進が続きます
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噛
そ
ば
処
め
ぐ
り

　
左
記
の
店
を
期
間
中
に
全
部
ま
わ
っ

た
人
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
券
に
店
の

ス
タ
ン
プ
を
全
部
押
し
た
人
）
の
中
か

ら
抽
選
で
4
組
（
ペ
ア
）
を
温
泉
の
旅

に
ご
招
待
。
ま
た
、
も
れ
な
く
そ
ば
券

（
2
、
0
0
0
円
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

噛
全
国
そ
ば
味
覚
比
べ

◆
と
　
き
　
n
月
4
日
ω
～
5
日
㈲

◆
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

噛
お
楽
し
み
目
玉
企
画

◆
春
日
屋
（
土
市
4
）
　
毎
週
金
曜
日

　
（
第
1
週
は
2
日
㈲
）
…
ジ
ャ
ン
ケ

　
ン
大
会
。
食
事
（
飲
み
物
は
除
く
）

　
を
さ
れ
た
人
は
、
店
の
人
と
ジ
ャ
ン

　
ケ
ン
を
し
て
勝
つ
と
料
金
半
額
。

◆
か
ぶ
茂
（
本
町
3
）
　
火
曜
日
を
除

　
く
期
間
中
毎
日
…
三
魚
く
じ
抽
選

　
会
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま

　
す
。
残
念
賞
も
あ
り
ま
す
。

◆
菊
野
屋
（
西
本
町
1
）
　
毎
週
火
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
…
ジ
ャ
ン
ケ

〉
灘
〈11月1日㊧

　
ン
大
会
．
食
事

　
（
飲
み
物
は
除

く
）
を
さ
れ
た

　
人
は
、
店
の
人

　
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン

を
し
て
勝
つ
と

料
金
半
額
．

◆
小
嶋
屋
（
本
町

4
（
本
店
）
・
本

町
6
1
1
）

　
期
問
中
…
本
店

　
の
み
一
升
そ
ば

（
4
人
前
）
を
1
人
で
食
べ
た
人
に
、

2
、
5
0
0
円
の
当
店
商
品
券
を
進

呈
．

◆
嵯
峨
野
（
伊
達
）
　
期
間
中
の
平
日

　
…
一
升
そ
ば
を
1
人
で
2
0
分
以
内
に

　
食
べ
た
人
は
代
金
無
料
。
（
女
性
は
7

合
）

◆
田
麦
そ
ば
（
学
校
町
1
）
　
毎
週
水

　
曜
日
…
サ
イ
コ
ロ
の
目
で
6
～
1
割

　
引
き
。
1
の
目
が
2
回
続
い
た
ら
無

料
．

◆
ま
る
に
し
（
関
根
2
）
　
毎
週
月
曜

　
日
…
ザ
ル
そ
ば
半
額
。

◆
由
屋
（
土
市
4
）
　
火
曜
日
を
除
く

　
期
間
中
毎
日
…
1
、
0
0
0
円
以
上

　
の
食
事
を
さ
れ
た
人
に
そ
の
一
割
引

　
き
の
そ
ば
券
進
呈
。

◆
善
屋
生
蔵
店
（
高
山
3
）
　
日
曜
・

　
火
曜
を
除
く
毎
日
…
ご
来
店
の
お
客

様
に
も
れ
な
く
そ
ば
茶
を
進
呈
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
費
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

首都圏在住の、十日町が

　　大好きな皆さんとの交流会

　大好き十日町会では、首都圏在住の十日町

ファンとの交流会を計画しました。

■と　き　11月11日出午前9時市役所前を観

光バスで出発します。

■ところ　後楽園飯店（東京ドーム近く）

交流会の前に東京ドームで行われている「ホ

　ットウェーブ新潟」を見学します。

■会　費　10，000円（当日徴収）

■定　員　30人（先着順）

■申し込み　商工観光課内大好き十日町会事

務局（盈内線232）へ。

オリジナル年賀で十日町のPR

　　◆11月2日発売開始　1枚50円◆

■取り扱い場所市内各郵便局・切手類販売所

■問い合わせ

　商工観光課観光係（盈内線232・233）へ。

月
夜
の
は
ざ
木

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
懸

、
灘灘

騨麟

き
も
の

無
↓
，
纈
麟
’
，
欝

雪
ま
つ
り

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
h
妻
有
郷

　
新
潟
県
と
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
委
員
会
（
十
日
町
地
域
6
市
町

村
の
地
域
づ
く
り
団
体
・
個
人
と
行
政

で
構
成
）
の
主
催
に
よ
り
、
「
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
血
妻
有
郷
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
平
山
知
事
出
席
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
会
、
分
科
会
な
ど
「
広

域
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
民
間
、
行
政
を
問
わ
ず
結
集
し

て
、
地
域
振
興
の
夢
を
語
る
場
と
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
1
1
月
2
2
日
㈱
午
後
1
時
3
0

　
分
～
2
3
日
㈲
午
後
1
2
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

　
K
A
G
A
N
（
津
南
町
上
野
）

■
募
集
人
員
　
2
5
0
人
（
先
着
順
）

■
内
　
容

〈
1
1
月
2
2
日
〉

◎
基
調
講
演
　
　
「
広
域
連
携
に
よ
る
地

　
域
づ
く
り
」
…
都
市
と
農
村
の
思
い
を

　
馳
せ
た
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る
た
め
に

　
講
師
　
蓑
原
敬
氏

　
　
　
　
　
　
（
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ
ー
マ
「
地
域
づ
く
り
は
夢
づ
く
り

人
づ
く
り
か
ら
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
蓑
原
敬
氏

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
平
山
征
夫
氏
（
新
潟

　
県
知
事
）
小
林
達
雄
氏
（
国
学
院
大

　
学
教
授
）
藤
巻
秀
正
氏
（
彫
刻
家
・

　
十
日
町
市
）
高
津
冨
士
男
氏
（
農
業
・

　
川
西
町
）
小
見
美
晴
氏
（
主
婦
・
松

　
之
山
町
）

◎
全
体
交
流
会

〈
1
1
月
2
3
日
〉

◎
分
科
会

　
▼
一
の
会
　
　
「
雪
」
に
こ
だ
わ
っ
た

　
地
域
お
こ
し

　
▼
二
の
会
　
　
「
歴
史
・
芸
術
・
文
化
」

　
は
ふ
る
さ
と
つ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
▼
三
の
会
　
地
域
の
原
風
景
や
産
業

　
を
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
に
活
か
す

　
▼
四
の
会
　
上
手
な
情
報
発
信
で
地

　
域
が
輝
く

　
▼
五
の
会
　
何
か
が
き
ら
り
と
光
る

　
”
2
1
世
紀
の
地
域
農
業
”

　
▼
六
の
会
　
地
域
づ
く
り
は
人
と
人

　
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◎
記
念
講
演
　
「
縄
文
の
心
」
…
そ
の
源

　
流
に
あ
る
も
の
、
そ
こ
か
ら
導
き
だ

　
さ
れ
る
も
の
　
講
師
　
小
林
達
雄
氏

■
参
加
費
　
全
日
程
　
1
1
、
0
0
0

　
円
（
交
流
会
・
宿
泊
費
）

　
交
流
会
ま
で
　
5
、
0
0
0
円

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
み
の
参
加
は
無
料

　
※
参
加
費
は
当
日
納
入
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
n
月
1
0
日
働
ま
で
に
企

　
画
人
事
課
企
画
室
内
ま
ち
づ
く
り
シ

　
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局
（
盈

　
5
7
i
3
1
1
1
内
線
％
・
㎜
　
F
A

　
X
52
1
4
6
3
5
）
へ
。

”

に



l　I 欝

と・お・か・ま・ち

．爵’

　このコーナーは今月で7回目を迎

えます。お寄せいただいたお二人の

投稿をご紹介します。

　　　瓢轟

祐子さん
治内後）

　
私
は
、
一
般
の
主
婦
と
し
て
、
何
の

肩
書
き
も
な
い
女
性
と
し
て
、
今
回
の

北
京
世
界
女
性
会
議
、
N
G
O
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
世
界
の
女
性
が
集
ま
り
、
女
性
の

地
位
確
立
や
向
上
、
世
界
平
和
や
地
球

環
境
問
題
を
女
性
の
視
点
で
捉
え
、
発

言
し
た
こ
と
が
国
連
の
政
府
機
関
協
議

に
反
映
さ
れ
、
今
後
の
行
動
綱
領
が
決

定
し
各
国
の
政
策
策
定
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
く
、
そ
ん
な
N
G
O
フ
ォ

　平成9年春開業予定の北越北線。

「十日町にすべてのスーパー特急を

停める会」の活動をしている山ロ芳

雅さんから投稿をいただいています。

次回は山ロさんの投稿をご紹介しま
す。

◆投稿される人へ　投稿は、はがき

や来庁、各地区公民館などに設置し

てある「市長への手紙」などいずれ

の方法でも構いません。内容がテー

マに関係のないものであってもお受

けします。また次回のテーマも募集

中です。なお、誌上匿名は構いませ

んが、お名前、住所、電話番号だけ

は明記してください。

■送付先　企画人事課広報広聴係

　〒948十日町市千歳町3－3
　暦57－3111内線213

■締め切り　11月10日㈹

ー
ラ
ム
が
、
中
国
北
京
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
と
て
も
意
議
深
い
気
が
し
ま
す
。

　
か
い
な
ん
け
ん

　
懐
柔
県
の
メ
ー
ン
会
場
は
建
設
が
間

に
合
わ
ず
、
急
き
ょ
中
学
校
が
会
場
と

な
り
ま
し
た
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
民
俗
衣

裳
を
ま
と
っ
た
各
国
の
女
性
た
ち
の
熱

気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ケ
ニ
ア
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
陽
気
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
大
き
な
声
で

貧
困
や
女
性
差
別
を
訴
え
た
り
し
な
が

ら
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
ま
た
タ

イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ

ア
諸
国
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
パ
ネ

ル
展
示
を
し
た
り
、
参
加
者
に
縫
い
合

わ
せ
て
も
ら
い
平
和
を
願
う
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
女
性
は
、
久
留
米
の
人
た
ち

が
炭
坑
節
を
踊
り
、
広
島
の
人
た
ち
は

原
爆
パ
ネ
ル
展
示
と
被
爆
者
の
寸
劇
、

新
座
の
人
た
ち
は
女
性
の
生
き
方
を
表

現
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
な
か

な
か
ユ
ニ
ー
ク
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

で
も
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
北
京
会
議
で
は
、
中
国
政
府

の
対
応
の
悪
さ
や
地
元
中
国
人
の
参
加

が
組
織
的
な
人
ば
か
り
で
、
市
民
と
の

交
流
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん

の
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
私
が
身
を
も

っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
世
界
中
の
女
性

た
ち
が
こ
ん
な
に
元
気
で
精
一
杯
頑
張

っ
て
い
る
、
私
も
地
道
で
も
い
い
か
ら

自
分
の
活
動
を
続
け
よ
う
〃
と
い
う
勇

気
と
決
意
が
湧
い
て
き
た
こ
と
で
し
た
。

　
次
回
の
女
性
会
議
に
は
一
人
で
は
な

く
、
何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
世

界
の
女
性
た
ち
へ
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

持
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

トイレの設計①

o

●
ト
イ
レ
の
広
さ

　
毎
日
利
用
す
る
ト
イ
レ
は
、

清
潔
で
使
い
や
す
く
、
心
地
よ

い
空
間
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ト
イ
レ
が
狭
い
と
掃
除
も
し
に

く
く
、
利
用
す
る
際
に
不
便
で

す
。　

そ
こ
で
、
既
設
ト
イ
レ
を
改

造
す
る
場
合
に
は
、
最
低
で
も

幅
九
〇
×
奥
行
一
三
五
㎝
の
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
。
大
便
器

と
小
便
器
を
設
け
る
な
ら
二
二

五
×
一
八
○
㎝
は
必
要
で
す
。

ま
た
、
手
洗
器
も
設
置
す
る
な

ら
、
一
四
五
×
一
八
○
㎝
あ
れ

ば
更
に
理
想
的
な
ス
ペ
ー
ス
に

な
り
ま
す
。

↑
9
0
／
Ψ

135一→

←

小
ー
ー
9
0
－
i
Ψ

　
　
　
　
　
／

081　
　
　
　
　
＼
　
　
O

下水道課です
ロ下水道全般は、下水道課（下水処

理センター内費52－7441）へ。

ロ下水道料金は、水道局（恕57－

3111内線241・242）へ。

●
ト
イ
レ
に
ち
ょ
っ
と
閣
工
夫

　
明
る
さ
を
保
ち
、
臭
気
を
発

散
さ
せ
る
た
め
に
窓
を
設
け
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、

臭
気
を
す
ば
や
く
排
出
す
る
た

め
に
換
気
扇
が
あ
れ
ば
便
利
で

し
ょ
う
。
ド
ア
は
内
部
に
ゆ
と

り
を
持
て
る
「
外
開
き
」
が
い

い
で
し
よ
う
。

　
掃
除
用
具
や
予
備
の
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
石
け
ん
、
タ

オ
ル
な
ど
を
入
れ
る
収
納
ス
ペ

ー
ス
が
あ
れ
ば
便
利
で
す
。
小

棚
を
設
け
、
観
葉
植
物
を
置
く

な
ど
少
し
の
工
夫
で
ず
い
ぶ
ん

雰
囲
気
も
変
わ
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
も
他
の
部
屋
と
同
様
、

一
つ
の
居
住
空
間
と
考
え
、
楽

し
く
快
適
な
演
出
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
知
り
た

い
こ
と
、
連
載
し
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ブ2



図
書
室
を
利
用
し
て
、
本
を
読
ん
で
い
ま
す

鰹
灘
難

　
　
、
講
　
籔

中沢友吉さん
　（四日町3）

　
最
近
は
あ
ま
り
読
ま
な
い
の
で
す
が
、

十
日
町
市
公
民
館
図
書
室
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
十
五
年
位
前
か
ら
図
書
室
へ

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
刊
本
が

高
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
と
、
せ

っ
か
く
図
書
室
に
い
っ
ぱ
い
本
が
あ
る

の
に
利
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
図
書
室
に
リ
ク

エ
ス
ト
カ
ー
ド
が
あ
っ
て
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
と
自
分
の
頼
ん
だ
本
を
そ
ろ
え
て

も
ら
え
る
ん
で
す
よ
。

　
私
の
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
は
社
会

科
学
で
す
。
経
済
関
係
や
時
事
間
題
な

ど
を
取
り
扱
っ
た
本
を
よ
く
読
み
ま
す
。

今
年
読
ん
だ
本
で
お
も
し
ろ
い
と
思
っ

た
の
は
、
カ
レ
ル
・
ウ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル

フ
レ
ン
の
書
い
た
「
日
本
／
権
力
構
造

の
謎
」
で
す
。
偏
見
だ
と
言
う
人
も
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
著
者
が
日
本

を
観
察
し
て
分
析
を
加
え
て
い
る
も
の

で
、
日
本
独
自
の
根
回
し
と
い
っ
た
も

の
な
ど
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。

日
本
人
が
ほ
か
の
人
に
遠
慮
し
て
い
て

な
か
な
か
書
け
な
い
よ
う
な
こ
と
を
自

由
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
美
術
の
本
を
借
り
ま
す
。

美
術
全
集
は
何
万
円
も
し
て
高
価
な
の

で
、
も
っ
ぱ
ら
図
書
室
か
ら
借
り
ま
す
。

和
洋
問
わ
ず
絵
画
の
本
を
眺
め
て
い
ま

す
。
特
に
印
象
派
の
絵
画
が
好
き
で
す
。

自
分
で
絵
を
描
く
訳
で
は
な
い
の
で
す

が
、
眺
め
て
ば
か
り
い
て
、
読
ま
な
い

で
済
む
の
で
、
息
抜
き
に
借
り
て
い
る

ん
で
す
よ
。

　
い
よ
い
よ
情
報
館
の
建
設
が
具
体
化

し
て
き
ま
し
た
ね
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

な
ど
の
時
代
を
先
取
り
し
た
も
の
が
あ

っ
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

が
好
き
な
の
で
快
適
に
読
書
が
で
き
た

り
、
調
べ
物
が
で
き
た
り
す
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
を
読
む
こ
と
は
結
構
集
中
力
や
体

力
、
時
間
が
無
い
と
で
き
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
社
会
の
流
れ
が
ゆ
っ
た

り
と
し
て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
も
っ
と
お
お
ぜ
い

の
人
が
本
を
読
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。

責
髭

　
　
「

No，7

矛
ジ
h
ワ
ー
ク

　
　
　
小
川
里
美
さ
ん

　
　
　
　
（
カ
メ
ラ
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ザ
ワ
勤
務
・
2
3
歳
）

　昭和町の本店に勤務しています。東京

からUターンして5年目になります。お

客様の撮影したフイルムを現像したり、

プリントをしたりしています。笑顔を絶

やさず、明るい応対を心がけています。

この仕事のおもしろいと思うことは、お

客様の思い出づくりのお手伝いができる

ということです。

　現像だけでなく、写真撮影の技術的な

ことをお客様から質問されることがあり

ます。そのために、今年からカメラを持

ち歩くようになりました。今月のテーマ

は「秋」。トンボを撮影しましたが、なか

なかうまく撮れないものですねえ一。

　趣味はこれといって無いのですが、カ

ラオケが好きで、友人と結構でかけるん

ですよ。それと休日に長岡ヘショッピン

グに出かけることが好きなんです。

　私にとって青春ですか、（ウーン）よく

遊びいっぱい経験することかなあ〕。よ

くわからないですよ。でも私の人生はた

だ流れにまかせてるだけかも知れません
ね。

※明るく爽やかな笑顔が魅力的な小川さんです。

　次回は村山明徳さんを紹介します

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　
　
　
　
　
　
銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

奮
0
3
1
3
5
4
6
1
7
2
3
0
（
F
A
x
兼
）

市
出
身
の
大
海
画
伯
が

　
事
務
所
の
あ
る
銀
座
は
、
十

月
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
第

二
十
八
回
大
銀
座
ま
つ
り
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
近
く

の
お
米
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
東

北
の
銘
柄
米
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
人
山
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
佐
渡
の
相
川
町
は
、

第
一
回
目
か
ら
民
謡
流
し
な
ど

で
こ
の
祭
り
に
参
加
し
て
い
る

そ
う
で
す
．

　
銀
座
ま
つ
り
が
明
け
た
十
月

十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、

銀
座
の
画
廊
で
、
大
海
一
郎
画

伯
の
日
本
画
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
大
海

画
伯
は
十
日
町
市
の
出
身
で

す
。
一
昨
年
、
市
に
一
二
〇
号

の
大
作
「
春
祥
」
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
絵
画
展
は
、
先

に
紺
緩
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
記

念
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
中

で
も
「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
（
掛

軸
）
」
が
訪
れ
た
人
た
ち
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

日
本
画
展
を
開
催

　
大
海
画
伯
を
は
じ
め
、
郷
土

出
身
の
人
た
ち
の
、
各
界
で
の

活
躍
は
心
強
い
か
ぎ
り
で
あ
り
、

地
元
に
も
大
い
に
刺
激
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
騰
灘
灘
鞭
騒
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔
譲
籔

お
客
様
と
談
笑
す
る

　
　
　
　
大
海
画
伯
（
中
央
）

　
涼
し
く
な
り
、
外
回
り
は
楽

に
な
り
ま
し
た
。
人
が
集
ま
る

と
お
国
自
慢
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　
時
節
柄
、
米
の
話
題
も
多
く

「
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
高
嶺

の
花
…
」
。
こ
の
話
に
な
る
と
い

つ
も
よ
り
胸
を
張
り
、
声
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
勢
い
余
っ
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
約
束
な
ど
し
な

い
よ
う
に
、
注
意
が
肝
心
で
す
。
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冑少年ホーム祭
　～風船あげるよ！ん

　
　
　
品

　
　
　
用
　
ム

　
時
　
不
　
一

　
3
ム
、
　
ホ

　
後
一
展
か
年

　
午
ホ
花
ほ
少

㈹
～
年
け
茶
青
。

日
時
少
生
喫
労
へ

3
1
0
青
、
、
勤
）

月
前
労
点
堂
　
18

11

午
勤
野
食
せ
89

　
　
　
　
、
わ
一

き
，
ろ
容
一
合
5
7

　
　
こ
　
ザ
い
盈

と
　
と
内
バ
問
（

■
　
　
　
■
　
■
　
　
　
■

第27回十日町市社会福祉大会

■と　き　11月7日（幻

　　　午後1時～3時40分
■ところ　市民会館

■内　容　・式典　・小、・中学生意

見発表　・アトラクション（笹山

縄文太鼓、新保広大寺ほか）

■問い合わせ　十日町市社会福祉協

議会（盈内線161）．へ。

東北電力㈱十日町営業所

　　　が移転しました
■新住所　十日町市宮田町1－5

■電話番号　52－3107（代表）

■F　A　X番号　52－6918

一一一＿＿

第18回市民演劇まつり・

■と　き　11月23日休）、26日（日）

午後1時30分開演（午後1時開場）

■ところ　市民会館ホール

■入場料　1日券300円

　　　2日券500円
■内　容　23日㈱：演親会「ふんど

噂
し かつぎと地蔵さま」、劇団御の字

　「暗闇から手をのばせ」

26日（日）：劇団どたんば「パパお帰

りなさい」、GOKU　LAKU本舗
　「パッパラドックス’95～それでも

僕等は立ち続ける～」

■問い合わせ　公民館本館（費57－

5011）へ。

11月「子供映写会』

■と　き　11月11日db午前10時～

■ところ　青少年ホーム

■内　容　こむぎいろの天使

　　　こびとのくつや

■入場料無料
■問い合わせ　少年育成センター

　（智57－8918）へ。

市役所　　● 國
P

十日町シルク

　モール
●

至津南町

県立

十日町高校

↑東北電力㈱

　十日町営業所
●

R117、 至小千谷

〃φ・おまちしてます
虜・　おじゃまします
～暖．ん和わ室

11月は16日（木）です

時問午後7時～9時
　　（先着2組、1組50分）

会場市長室　’
申し込み　11月6日（月）までに企画

人事課広報広聴係（智内線213）へ。

※ご近所同志、サークルの仲間同

志で、お気軽においでください。

お待ちしています。

11月10日囲は
老齢福祉年金の支払い日

老齢福祉年金の支払いが、11月10

’日働から各郵便局で始まります。

先般、受給者の皆さんからお預か

りした「老齢福祉年金証書」を各郵

便局でお渡しします。

印鑑と保管証（ピンク色）を持参

して受け取ってください。代理人で

も結構です。当日都合の悪い人は、

市民課年金係の窓口で渡します。13

日以降早めに受け取ってください。

■と　き　11月10日働

　　　午前9時～午後4時
■問い合わせ　市民課年金係（智内

線151・152）へ。

博物館無料開放

●　●GS

市民の皆様からより親しんでもら

うため、博物館では11月3日（文化

の日）を終日無料公開します。

文化の日の一日、ご家族、友達で

博物館へお出かけください。きっと

すてきな出会いと発見がありますよ。

市
役
所
は
費
5
7
0
3
』
7
』
7
』
7

釦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
－
，
－
：
－
，
：

　
　
東
頸
城
の
中
央
に
位
置
す
る
　
　
殖
路
な

　
大
島
村
。
村
の
玄
関
口
と
な
る
　
　
　
ま
た

　
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
は
、
南
北
に
　
　
ナ
の
自

　
細
長
い
村
の
ほ
ぽ
中
央
に
建
設
　
　
園
（
9
0

　
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
さ
れ

ゆ
　
　
ふ
る
さ
と
体
験
村
「
あ
さ
ひ
　
　
　
地
元

幽
　
の
里
」
に
は
、
駅
か
ら
バ
ス
で
　
　
ア
ケ
ビ

　
　
　
ア

　
ー
5
分
ほ
ど
北
へ
向
か
い
ま
す
。
　
　
山
菜
取

　
　
今
も
か
や
ぶ
き
民
家
が
多
く
　
　
り
、
雪

　
残
る
旭
地
区
田
麦
。
こ
こ
に
は
　
　
り
の
農

　
今
も
昔
な
が
ら
の
美
し
い
自
然
　
　
　
親
子

　
や
温
か
い
人
情
に
育
ま
れ
た
生
　
　
れ
て
み

・
活
縁
鞭
醤
　

㎜∞　
家
。
宿
泊
棟
と
い
ろ
り
の
あ
る
　
　
　
　
．
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

　
か
や
ぶ
き
民
家
の
体
験
棟
か
ら
　
　
　
勝
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
る
こ
の
施
設
の
周
辺
に
は
、
　
　
艶

廟脚　
水
車
小
屋
、
カ
ブ
ト
虫
の
養
殖

　
場
、
炭
焼
き
窯
、
ホ
タ
ル
の
養

f
董
董
董
き
杢
董
董
董
蚕
蚤
董

ほくほく線の旅①

、ヨ、るさと体験なら

　　あさひの里
（東頸城郡大島村）

蚤
愈

董

　　　　　　　　　　　て親の・菜ケ地さ（のま路躍糧蝋譲て漸畑1
　　　　　　　　　イみ子農雪取ビ元れgo自なな…★甥≦麟、認』譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）うさぎ　　（4）いたち　　　i　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）たぬき　　（5）りす　　　　鋒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）もぐら　　　　il
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正解は11月25日号il
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』．＿＿＿＿＿＿＿一？．＿一＿＿一＿＿一．＿」1

』＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　“
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は

進事業で〃
作できます。また再設定に

新もできます。

貸し借りの期間

設定の期間は原則として3

す。認定農業者または4へ

以上の耕作者に20アール以

を貸した場合、期間に応じ

成金が交付されます。

大切な農地の貸し借り
　　　　　　　利用権設定等促
　農用地利用増進法が平成5年8月　　　　して耕

に一部改正され「農業経営基盤強化　　　　より更

促進法」となりました。その中の利　　　■農地の

用権設定等促進事業は、安心して農　　　　利用権

地の貸借ができるように農業委員会　　　年以上で

が貸し手と借り手の間に入り農地を　　　クタール

流動化する事業です。口約束だけで　　　上の農地

なく利用集積計画によりきちんと届　　　地主に助

出をしましょう。（借手要件：57歳以　　　■申し出

下・耕作72アール以上）　　　　　　　　　貸し借

■事業利点　　　　　　　　　　　　　　と十分話

1．貸した農地は契約の期限がくれ　　　てくださ

　ば貸借関係は自動的に終了し返還　　　※各地区

　されますので安心です。また離作　　　　売買等

　料の支払いの心配もいりません。　　　　動を行

2．農地の所有者が市外に住んでい　　　　軽にご

　ても貸すことができます。　　　　　　■問い合

3．借りた農地は契約期間中は安心　　　　　（盈内1

りを希望する人は、相手方

し合い農業委員会へ申し出

い。

の農業委員が、農地の貸借、

について、いろいろ相談活

っています。いつでもお気

相談ください。

わせ　農業委員会事務局

線121）へ。

文化協会連合会設立記念文化祭月間協賛
　　　　～十日町市芸術協会アートのある街づくり～

■洋　画　小林順ニ　　　　　　　　　　　レところ　市民会館ギャラリー

　　　　～40年の歩み展～　　　　　■日本画　田村政治

　〉と　き　11月3日働～5日（日）　　　　　〉と　き　11月18日（土）～26日（日）

　　　　　午前9時～午後4時　　　　　　午前9時～午後9時30分（ただ

　〉ところ　博物館　　　　　　　　　　　　し20日（月）、23日㈲は休館）

■日本画　田中武夫　　　　　　　　　　　レところ　市民会館ギャラリー

　〉とき11月10日働～17日働　　■入場料無料
　午前9時～午後9時30分（ただ　　　■問い合わせ　公民館本館（費57一

　　し13日（月）は休館）　　　　　　　　　　　5011）へ。

都市計画変更及び
　　　　決定のお知らせ

　十日町市都市計画用途地域の決定

及び準防火地域、道路、緑地の変更

について都市計画（案）を縦覧して

います。

■と　き　10月27日働～11月10日働

　午前8時30分～午後5時15分

■ところ　建設課都市計画係（市役

所2階）

■問い合わせ　建設課都市計画係

　（費内線252・253）へ。

おもちゃ図書館
■と　き　11月2日¢木）・16日休）

　　　　午前9時～11時30分
■ところ　勤労青少年ホーム

■問い合わせ　社会福祉事務所福祉

　係（智内線134）へ。

市
役
所
は
智
5
7
－
3
7
7
7
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扁
　
　
　
の
不
自
由
さ
を
不
幸
せ
だ
な
ん
　
鱒

シリーズ
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■問い合わせ　三好園デイサ

　ビスセンター　暦56－2106

三
好
園
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
③

利
用
者
の
声
②

く
る
日
も
く
る
日
も
、
く
る

年
も
ま
た
く
る
年
も
、
随
分
と

長
い
年
月
を
自
分
自
身
の
運
命

と
あ
き
ら
め
て
、
身
内
以
外
の

人
た
ち
に
会
う
こ
と
も
話
を
す

る
こ
と
も
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。

私
が
平
成
六
年
二
月
か
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め

の
こ
ろ
は
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か

し
い
や
ら
不
安
も
あ
っ
た
け
ど
、

利
用
を
重
ね
る
度
に
職
員
の

方
々
の
ご
親
切
が
身
に
し
み
て

あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
家
で
弟
の
長
男
夫
婦

と
そ
の
子
供
た
ち
に
面
倒
を
見

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い

夫
婦
が
本
当
に
良
く
し
て
く
れ

ま
す
。
三
好
園
で
は
一
番
若
い

部
類
の
私
で
す
が
、
自
分
の
体

て
思
わ
ぬ
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

親
切
に
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り

で
す
。
他
の
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
た
ち
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
も
み
ん

な
同
じ
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

明
る
い
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
の

で
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
家
族
の
声
①

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
家
で
は
見

せ
る
顔
（
表
情
）
が
違
う
。
朝

職
員
が
迎
え
に
来
た
時
の
「
お

は
よ
う
」
の
一
言
で
、
普
段
見

せ
た
こ
と
の
な
い
顔
が
見
ら
れ

る
。
週
一
回
で
も
こ
ん
な
良
い

顔
が
出
来
る
な
ら
嬉
し
い
。
週

何
回
で
も
利
用
さ
せ
た
い
。

利
用
者
家
族
の
声
②

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

初
回
は
「
年
寄
り
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

帰
っ
て
く
る
な
り
「
疲
れ
た
、

も
う
行
か
な
い
」
と
の
言
葉
が
。

三
回
目
こ
ろ
か
ら
は
楽
し
み
に

利
用
日
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に
。

前
日
「
明
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
行
く
日
だ
よ
」
と
言
う
と

朝
早
く
起
き
て
「
ま
だ
か
、
ま

だ
か
」
と
待
っ
て
い
る
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
よ
ほ
ど
気
に
い
っ

た
よ
う
で
す
の
i
。
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　　　審僧窃り”とう

　　　田月10日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉基金へ＝小川徳久（五軒

新田・香典返し200，000円）

團社会福祉事業へ二岡村建治（北新

田2・1，000円）労働金庫十日町支店

感謝祭実行委員会（150，000円）新潟

県信用組合十日町支店（27，219円）

群馬県人会（5，000円）

囹羽根川荘へ＝中条会（6，700円）仲

好会（4，600円）

囹平成園へ＝匿名（20，000円）

幽交通遺児等援助基金へ＝関口潔

（加賀糸屋町・16，300円）匿名（関

口潔宅届け・12，000円）上町俄連中

代表阿部一郎（23，800円）

囹国際交流・文化スポーツ基金へ二

天理教北越分教会（1，000，000円）㈱

サン・ライフ上越国際C　C十日町コ

ース（172，000円）

囹博物館へ＝佐野良吉（稲荷町3東）

庭野武一（中条旭町）滝沢栄輔（本

町東1）細金ツネ（新座4）佐藤太市

（西本町2）蕪木良吉（西寺町）田村

政治（諏訪町）徳永重光（船坂）池

田誠（原）上村宇一（新宮）松沢正二

（北新田1）西野米子（島）小原洋一

（水口）西野英一（島）村山一夫（細

尾）金澤太助（太田島2）上村千恵子

（南鐙坂）十日町新聞社（北新田3）

囹公民館図書室へ＝小林康成（千歳

町3）重野ハル子（妻有町西1）徳永

典子（谷内丑1）重野サダ（田中町本

通り）五十嵐陽子（丸山町）小宮山孝

（宮下町西）馬場政雄（学校町2）

東北電力㈱十日町営業所

　防犯灯4基を市に寄贈

目
録
を
手
渡
す

　
　
小
林
靖
孝
所
長

楽しもうスポーツ・つくるう健康 体育課（総合体育館内費52－4377）

第3回市長杯
ソフトバレーボール大会

■と　き　11月19日（日）

　　　　午前8時30分～
■ところ　総合体育館

■種　目　①女子の部

②男女混合の部（新種目）

■参加費　2，000円（申し込み時）

■定　員　40チーム（先着順）

■申し込み　11月9日㈲までに総合

体育館へ。

轡おもなスポーツ行事予定

顯欝、妻灘蒙灘難灘…、
藁
．
灘
…

．趨、P灘櫻纒懸

3㈹
魚沼地区

高校陸上記録会
陸上競
技　場 高体連

4（土） 秋季新潟県
　高校相撲大会

武道館 高体連

5（日） 中条地区リレー
　マラソン大会

陸　上
競技場

中　　条
地区体協

8㈱

9休）
中越地区

　高校卓球大会
総　合
体育館 高体連

11（土）

12（日）

日　立

サッカースクール
陸　上
競技場

サツカー
協　　会

12（日〉 郡市オープン

　　卓球大会
総　合
体育館

卓球協会

17㈹
中越地区高校
ソフトテニス大会

総　合
体育館 高体連

19（日〉 第3回市長杯ソフト
バレーボール大会

総　合
体育館

十日町市

26（日〉 地区対抗親善
バドミントン大会

総　合
体育館

バドミン
トン協会

第29回市民スポーツ大会（結果）
◆各部門の第1位を紹介します。（敬称略）

11月の無料開放日は23日㈱
　　（ただし屋外施設のみ）

口受付期間　11月1日㈱～13日（月）

口抽選日（許可証交付日）11月16日㈱

　　　お　わ　び
　10月10日号に掲載した十日町市

体育協会表彰に、「優秀競技者賞

佐藤心護さん（22歳）水泳」がも

れていました。誠に申し訳ありま

せんでした。

灘縫

陸　上
競　技
（駅伝〉

謙灘 灘蓼麟繊灘繊 纏鐵

ノくレー

ボール

灘灘
ノマノマママ

ノぐ　レ　ー

　鐵難・灘灘繊

マ　ス　タ　ー　ズ地　　域

職　　場

高　　校

中　　学

女　　子

水沢地区体協
十日町地域消防署A

十日町高校3年
中　条　中　学　校
十日町総合高校スキー部A

ソフト

ボール
男　　子 大　　　井　　　田

サッカー 小学生 ウ　イ　ン　グ　ス

体　操

ジユニア男子

ジユニア女子

中学男子

中学女子

一般男子

一般女子

関谷大輔（松代小）
中曽根亜美（＋日町西小）

松井恭兵（＋日町南中）

渡辺千春（川西中）

若山英樹（＋日町高）

渡辺麻紀子（総合高）

ノぐ

ド
ミ
ン
ト
ン

シ
ン
グ
ノレ
ス

小学3・4年女子

小学5・6年女子

池田純恵（中条小）

児玉清美（吉田小）

ダ
フ癖
ノ
レ
ス

小学女子（雛齢淵ll

柔　道

上村　　桂（水沢小）

水落有紀（西小）
水口幸富美（東小）

金井伸二（水沢中）

金沢浩司（水沢中）

小林栄太郎（＋柔会）

阿部哲也（＋日町高）

山本有紀（＋日町高）

野　球

400歳野球

小学生
小学5年以下

十日町モンスターズ

水沢ファイターズ
中条シャークス

小学生1・2年

小学生3・4年

小学生5・6年

中学生軽量

中学生重量バスケット

ボール

一般男子

一般女子

長　井　鉄　工　所

十日町ク　ラブ

卓　球

一般男子

一般女子

中2男子

中2女子

中1男子

中1女子

　　ノ高野恒善（水沢ク）

相崎幸子（川西ク）

高橋拓也（川西中）

池竹祐子（川西中）

大久保守秀（川西中）

須藤明美（川西中）

一般高校男子軽量級

一般高校男子重量級

一般高校女子軽量級

剣　道

小学生低学年

小学生高学年

小学生女子

中学生男子

小宮山　章（＋剣）

飯塚孝二（＋剣）
遠田美咲（川治）
長谷川　琢（＋剣）

ソフト

テニス

一般男子A

一般男子B

一般女子A

一般女子B

婦人A

婦人B

（盟騰黙界8

（犠修塗1車蹴

（栞歯蝋’A覧1

（鱒美灘翻
（齢キ㌶A男

（離烏蒋留

空手道

小低学年個人型

小高学年個人型

中・高男子型

中・高女子型

小5・6年個人組手

高校男子組手

中・高女子組手

中学男子組手

関谷隆太郎（西小）

入田　　佑（吉田小）

武田康秀（中条中）
関谷綾香（＋日町南中）

木村　悟（千手小）
小林　　晃（＋日町高）

小川千香子（＋日町高）

武田康秀（中条中）

相　撲

小学校団体

小学3年個人

小学4年個人

小学5年個人

中条小学校A
根津　　央（城ヶ丘ク）

根津心平（東小）
大島裕樹（東小）

テニス

男子シングルスA

男子シングルスB

女子シングルスA

女子シングルスB

馬場　　勝（FTC）
中村浩志（青少年ホーム）

阿部　　澄（WTC）
柳　　朝子（WTC） ゲートボール むつみ笑和会

ロと　き　11月16日㈱午後7時～

ロところ　公民館本館（第3集会室）・

口問い合わせ　OB代表　庭野重信（奮57－8251）へ。
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十高マン研 ヲ瞭欝琶既欝
《》十日町市観光情報暦57－0500

　　　十日町雪まつり情報

《》くらしのダイヤル岱025－285－7000

　11／6～13　中古車購入のチェック

　　　　　　ポイント

　11／13～20消費生活相談事例～展

　　　　　示販売で契約した高価

　　　　　　な絵画を解約したい～

　11／20～27クレジットトラブルを

　　　　　防止しよう

　11／27～12／4今冬の灯油価格

　　　す》ます
　　　すづτ《ださい
＊消費者協会（商工観光課暦内線231）へ。
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　相談コーナー
①定例行政相談　　11月8日㈱

②交通事故相談　　11月13日（月）

③巡回内職相談　　11月17日㈲

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

冬期循環解雇事業所

　　事務手続説明会
■と　き　11月15日（水〉

　　　　午後1時30分～
■ところ　クロス10

■内容
①冬期循環雇用の事務手続き

②雇用継続給付制度

③高齢法改正と各種助成金

④システム更改

■問い合わせ　ハローワーク十日町

適用係（暦57－2407）へ。

平成7年度特別電話相談

　新潟県中央福祉相談センターでは、

児童のいじめや不登校、人権問題な

どについて、専用電話（FAXを含

む）を設置して、全県からの相談に

応じます。

実施日 受付時問 相談担当スタッフ

η月17日勧

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

石郷岡　泰
　（心理相談担当）

足立定夫
　（法律相談担当）

2月16日内
石郷岡　泰
　（心理学担当）

橋本芳孝
　（小児科相談担当）

　※専用電話　025－382－4152

　※専用FAX　O25－381－8939

■問い合わせ　社会福祉事務所福祉

係（盈内線133・134）へ。

えぶろんクッキング

プ7

■と　き　11月14日（火》午後6時～

■ところ　東北電力㈱十日町営業所

■内　容　春巻、あさりのにんにく

妙め、中華蒸しパン

■参加費　500円（当日持参）

■定　員　15人（先着順）

■申し込み　東北電力㈱十日町営業

所（盈52－3107）へ。

公営住宅入居者募集

■谷内丑市営住宅

　　（鉄筋コンクリート造3階建）

　〉募集　1戸
　　（6畳2室、5畳1室、DK）

　レ家賃29，500円
■八幡田市営住宅

　　（鉄筋コンクリート造3階建）

　＞募集　1戸
　　（6畳2室、5畳1室、DK）

　レ家賃29，400円
■申し込み　11月7日（幻までに建設

課建築住宅係（盈内線274）へ。

品　　　　名 規　格 希望価格

重油直火バーナー 三相式四炉同時使用
（染色バスに使用） 相談で

二槽式洗濯機 無　料

食器乾燥器 相談で

セミダブルフランスベッド 一　式 無　料

洗　　濯　　機 二槽式 相談で

岡村孝子のカセットテープ 中　古 無　料

バ　　イ　　ク ホンダ50㏄ 5～6万円

鐵欝隷灘籔鍵灘難糞

ポータブルミシン 2万円以内

ベビーウェア（肌着類） 新生児～2・3歳
まで（中古でよい）

できれば無料

ワ　ー　プ 口 コンパクトなもの 相談で

車 庫 円形型 〃

8ミリビデオ 1万円

500cバイ ク 1万円位

25型テレ ビ ビデオ端子付 1万円位

小型テレ ビ 14型くらい 相談で

軽　自　動 車 〃

布団乾燥機 〃

ベビーカ 一 おりたたみ式 相談で

ズボンプレッサー 2～3千円

小型コンバイン 10万円位

ソ　　フ　　ア
『 5千円位

こまりこと相談所
　毎日の生活の中で困っていること

や知りたいことなど、お気軽にご相

談ください。

　相談は無料で、秘密は厳守します。

■と　き　11月8日（水）

　　　　午前10時～午後3時
■ところ　市役所保健センター

■問い合わせ　市民課（費内線150）

　へ。ただし、法律の相談を希望す

　る人は事前に予約してください。

おやこ劇場例会Na13

■と　き　11月16日休）

　　　　午後7時開演

■ところ　市民会館ホール

■内　容　人形劇団プーク公演「王

様とまほうつかいのチョモチョモ」

■問い合わせ　池田美紀（北新田2・

盈52－5352）へ。当日会場で新規

会員の受け付けもします。

「クロス10」休館
　クロス10では、業務の都合により、

11月16日休）・17日㈹の2日間休館し

ます。

満蒙開拓団と青年義勇軍の悲劇の真実を伝える長編アニメ映画です。

■と　き　11月10日㈹午後6時30分開場　ロところ　市民会館　ロ入場料　無　料

■問い合わせ　十日町市職員労働組合（市役所内費52－3753）へ。
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11月乳幼児健康診査

難業鐵 灘欝 藁継欝潤 購i蒙難

3歳児健診
騰贈児／

15日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
4年5月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

30日
休）

午後1時10分

～1時45分
6年5月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

29日

㈱

午後1時10分

～1時30分
7年7月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
21日
（殉

午前9時10分

～9時30分
5年5月

生まれの幼児

mか月児
身体測定

22日

㈹

午前9時30分

～10時30分

7年1月
生まれの乳児

隣搬希〕

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健
診があります。歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取

りに来てください。

※平成4年6月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

12月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、11月15日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課保健衛生係まで連絡してください。

11月の健康相談
嚢　i饗 ．類露 ・欝　　　禰

保健センター
6・20・27日

の月曜日 午前9時～

　　　午後4時
中条地区公民館 10日働

就業改善センター

9日休）
午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 16日（木） 午後2時～4時

水沢地区公民館

17日働
午前9時～11時30分

平　成　園 午後1時30分～4時

下条地区公民館 24日働 午前9時～

　　　午後4時川治地区公民館 28日㈹

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

騨献血車鯵
受付時間　午前10時～正午（成分献血は

　11時まで）、午後1時～3時（成分献血

　は4時まで）

◆全血献血

　6日（月）（午前）十日町郵便局

　　〃　（午後）厚生連中条病院

◆成分献血

　13日（月）（終日）十日町市役所

　27日（月）（終日）　　　〃

※成分献血は、事前に保健衛生課保健衛

　生係に申し込みください。所要時間は

　約60分です。

圏團・園團コーナー一懲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟

ツ反検査・BCG接種が始まります
　今年度から効果判定（前の年B　C

G接種した幼児へのツベルクリン反

応検査）は中止になりました。

　これにより、対象者はB　CGを初

めて受ける子供のみです。

■該当する子供

　4歳未満で平成7年7月31日まで

　に生まれた子で

　①今までにツベルクリン反応検査

　（ツ反）を受けたことがない子

　②BCGの対象になったが未接種

　の子

　③6年秋再ツ反をうけて（母子健

　康手帳の予防接種欄に再と記入）

　疑陽性だった子

■該当しない子供

　①平成6年にB　C　Gを接種した子

　②平成5年、6年と続けてツ反検

　査を受けている子

■受けられない子供

　①ポリオ、麻しん、風しん接種後

　1か月を経過しない子。三種混合

接種後1週間を経過しない子

②体に広く湿しんのある子

③発熱したり、著しい栄養障害の

　ある子

■注意すること

①「予防接種と子どもの健康」を

読んで来てください。

②医師による予診（視診、聴診）

が必要となりましたので、脱ぎや

すい服でお越しください。

③以前より時間がかかりますので、

余裕をもってお越しください。

■持参するもの

①母子健康手帳　②記入・押印し

た予診票（判定・BCGのとき）

③体温計　④印鑑

⑤十日町市に住民登録をしていな

いときは、住民登録をしてある市

町村で発行した「予防接種実施依

頼書」をもらって来てください。

■問い合わせ

保健衛生課保健衛生係へ。

〈日程表〉

対象地区
ッベルクリン接種

月日（曜）

判定・BCG
月日（曜）

受付時間
（いずれも午後）

会　　場

十日町・吉田地区 11月22日㈱ 11月24日働 1二45～2：30 保健センター

中　条　地　区
11月28日（幻 11月30日休）

1二45～2二〇〇 中条地区公民館

下　条　地　区 2二45～3：00 下条地区公民館

水　沢　地　区 11月29日㈱ 12月1日働 1：45～2：00 水沢地区公民館

川治・大井田地区 12月5日（幻 12月7日㈲ 1：45～2：30 保健センター

　　　むし歯のないよい歯の子
　　　　　　9月の3歳児健診を受けた子28人
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願翻漏繊繍i園難激露

◆3日働　文化の日
至誠堂医院（西浦町東）

　　　盈52－3276
◆5日（日）

　富田医院（神明町）

　　　智52－3269
　津南病院（津南町）

　　　費65－3161
◆12日（日）

川西町診療所（川西町）

　　　智68－2034
　中条病院（北原）

　　　盈57－3018

◆19日（日）

長山医院（津南町）

　　　智66－2877
上村病院（中里村）

　　　智63－2111
◆23日（木）勤労感謝の日

　大熊内科医院（山本町1）

　　　奮52－7066
◆26日（日）

庭野医院（寿町4）
　　　費52－2711
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